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１． 研究計画の概要 

本研究は、介護保険における、要介護度
決定過程を法社会学的に研究するもの
である。特に、要介護度認定調査と、認
定審査会の実際の相互行為のビデオ録
画のデータを、エスノメソドロジー・会
話分析の立場による、ビデオ・エスノグ
ラフィーの方法を用いて分析すること
にある。 

 
２． 研究の進捗状況 

３年目までに、主たるデータを収集して、
分析し、複数の学会報告を行った。論文
化もまもなく完成して、複数の論文に結
実する見込みが具体的にすでにある。 

 
３． 現在までの達成度 

②おおむね順調に進展している。 
（理由）データの特殊性から、当初考え
ていたよりもデータ数は多くないが、日
本で初めての認定調査・認定審査会のビ
デオデータを収集できており、その分析
に基づく学会報告もすでに複数行って
いる。したがっておおむね当初の予定通
りの達成度と考える。 

 
４．今後の研究の推進方策 
  今後は、最終年を残して、これまでのデ
ータ分析を更に洗練させて、論文を複数刊行
すると共に、学会報告も行っていく。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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